
第１学年  国語科学習指導案 

             長門市立油谷小学校  

 教 諭 片山 君枝  

１ 単 元 名   おはなし 大すきだよ 「ずうっと、ずっと、大すきだよ」 

２ 単元の目標 

○ 想像を広げて物語を読み、その楽しさやおもしろさを味わうことができる。 

○ 場面の様子や登場人物の行動を、想像しながら読むことができる。 

○ 主語と述語の照応を意識しながら、音読したり読み取ったりすることができる。 

３ 本 時 案 （第２次 ４／５） 

（１） 目 標    

挿絵を手がかりにして、｢ぼく｣の行動や気持ちを主述に気を付けながら想像豊かに読み取ることができる。 

（２） 準 備  挿絵 

（３） 学習過程 

学習活動・内容 子どもの意識の流れ ・指導上の留意点  □評価規準（評価方法） 

１ 学習課題を確

認し、学習場面を

音読する。 

 

 

 

 

２ ｢ぼく｣の気持

ちの分かるとこ

ろに線を引いた

り書き込みをし

たり挿絵に吹き

出しを書いたり

する。 

 

 

 

 

 

３ 読み取ったこ

とを話し合いな

がら｢ぼく｣の気

持ちを読み深め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 本時の学習を

振り返り、次時 

の学習への意欲

をもつ。 

 

 

 

・学習課題を確認して学習場面を音読することに

より、物語のおもしろさを子ども達に感じさせ

ながら想像豊かに読み深めていこうという意

欲をもたせる。 

 

 

 

・挿絵を見せて具体的に登場人物の行動や気持ち

を考えさせることにより、絵本を読むおもしろ

さや想像豊かに読む楽しさを味わわせる。 

・挿絵から考えた登場人物の行動や気持ちがどの

叙述に書かれているかを見付けさせることに

より、｢ぼく｣の深い悲しみを想像豊かに読み取

らせる。 

・思いや考えの根拠である叙述に着目させること

により、一人ひとりの考えの違いに気付かせ、

話し合って考えを深めていく楽しさを味わわ

せる。 

 

・互いの思いや考えを交流することにより、それ

ぞれが自分の思いや考えを膨らませるように

する。 

・主語と述語の照応に注意させることにより、｢大

すきだよ｣と言っていたのは誰で言ってなかっ

たのは誰かを考えさせる。 

・異なる考えの子どもの発言を大切にし、そこか

ら言葉に着目させて考えを深めさせるように

する。 

□登場人物の行動を、想像豊かに読み取ろうとし

ている。(発言内容) 

 

・振り返りカードを使って自分や友達の読みのよ

さに気付かせたり読みの深まりを感じさせた

りすることにより、次時の学習に対する意欲を

もたせる。 

 

 

 

読みへの意欲 

 

叙述をもとに

想像豊かに読

むこと 

 

味わいながら

読むこと 

評価意識 

・今日は、エルフが死んだ場面だね。 

・心に残ったという人が一番多かっ

た場面だね。その人の思いを聞い

てみよう。 

・｢ぼく｣の気持ちを読み深めていこう。 

・エルフが死んでしまってかわいそ

う。 

・寝ている間に死んでしまったエル

フに気が付いた｢ぼく｣は、本当に

びっくりしただろうな。｢ぼく｣は

何と言っているのだろう。 

・庭に埋めるところは、本当にみん

な悲しんでいるね。妹は、｢エルフ

どうして死んじゃったの｣って言

っているだろうね。 

・ 

・庭に埋めるところで、兄さんと妹

は泣いているけれど、｢ぼく｣は泣

いていないよ。 

・｢ぼく｣は悲しくなかったのかな。 

・そんなことはないよ、朝あんなに

悲しんでいたよ。 

・｢ぼく｣は毎晩｢ずうっと、大すきだ

よ｣って言っていたから、兄さんや

妹よりいくらか気持ちが楽だった

んだね。 

・今日の学習でも心に残ったことが

あるよ。 

・私が心に残ったことと友達が心に

残ったことは違うね。 

・次の場面もみんなで読んでいくの

が楽しみだ。 


